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令和7年度・８年度　令和7年度・８年度　
辻辻川整備に係る総工費１億6800万円川整備に係る総工費１億6800万円

北部地域北部地域
� 賑わいの創出へ� 賑わいの創出へ

第２回定例会

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
３
日
か
ら
６
月
11
日
ま
で
の
９
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
４
件
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
関
す
る
も
の
１
件
、
人
事
案
件
に
関
す
る
も
の
３
件
の
11
案
件
で
、
い
ず
れ

も
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
の
意
見
書
が
１
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問　
今
宿
仮
宿（
か
り
や
ど
）

地
区
の
企
業
誘
致
が
、
埋
蔵

文
化
財
の
本
掘
実
施
を
前
に

と
ん
坐
し
た
こ
と
で
の
条
例

制
定
と
思
う
。
が
、
８
億
円

と
い
う
本
掘
費
用
が
想
定
さ

れ
る
が
、
こ
の
条
例
で
は
上

限
５
０
０
０
万
円
の
３
年
の

奨
励
金
で
あ
り
、
こ
の
額
で

の
企
業
誘
致
は
厳
し
い
の
で

は
。

答　
本
掘
費
用
の
８
億
円
は
、

昨
年
度
の
進
出
予
定
企
業
の

試
算
で
あ
り
、
改
め
て
本
掘

費
用
の
確
認
を
進
め
て
お
り
、

進
出
企
業
の
規
模
に
も
よ
る

が
、
奨
励
金
交
付
期
間
の
延

長
等
の
条
例
改
正
も
可
能
で

あ
る
。

問　
進
出
を
検
討
す
る
企
業

に
と
っ
て
、
検
討
に
値
す
る

３
６
３
７
万
円
の
追
加

問　
定
額
減
税
補
足
給
付
金

に
つ
い
て
、
当
初
給
付
額
と

の
差
額
が
生
じ
た
が
な
ぜ
か
。

答　
国
が
示
し
て
い
る
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
臨
時
交

付
金
制
度
要
綱
を
も
と
に
算

出
し
た
結
果
、
当
初
算
出
額

と
の
差
額
が
生
じ
た
。

問　
対
象
者
は
。

答　
１
４
０
０
人
。

問　
当
初
給
付
額
と
差
額
が

問　
工
事
内
容
と
大
ま
か
な

費
用
は
。

答　
今
年
度
は
、
ち
ょ
っ
く

ま
に
隣
接
し
た
エ
リ
ア
の
散

策
路
及
び
辻
川
の
護
岸
整
備

工
事
を
実
施
予
定
で
、
総
額

約
８
６
０
０
万
円
の
予
定
。

問　
今
回
の
入
札
に
３
社
の

応
札
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
の
町
内
の
企
業
２
社
が
辞

退
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
町
内
事
業
者
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
手
持
ち
工
事
量

等
を
勘
案
し
て
、
今
回
の
工

事
は
辞
退
し
た
と
の
こ
と
。

生
じ
た
方
の
確
認
が
難
し
い

と
思
わ
れ
る
が
、
対
策
は
。

答　
対
象
者
に
、
確
認
書
を

送
付
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
る
。

金
額
な
の
か
が
最
大
の
要
素

で
あ
り
、
販
売
価
格
の
確
認

作
業
が
早
急
に
必
要
で
は
。

答　
本
掘
費
用
を
含
め
た
総

費
用
等
に
つ
い
て
、
地
権
者
、

土
地
の
販
売
業
者
と
も
早
急

に
協
議
し
、
進
め
て
い
く
。

鳩
山
町
企
業
誘
致
条
例

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
辻
川
整
備
工
事
そ
の
１
）

ちょっくまに隣接する水辺の広場整備完成イメージ
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政務活動費政務活動費議員の　　　　　　　　　　　公表します

賛成多数で可決し、賛成多数で可決し、
国へ提出しました。国へ提出しました。

〈
反
対
討
論
〉

　

こ
の
地
域
の
紛
争
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
建
国
以
来
、
領
土

や
民
族
・
宗
教
な
ど
の
複
雑

な
課
題
が
絡
み
、
続
い
て
い

る
。
国
際
的
な
調
停
や
仲
介

に
よ
り
和
平
合
意
に
至
る
事

を
望
む
。

　

一
方
、
町
議
会
や
町
議
員

は
、
町
民
の
暮
ら
し
に
直
結

す
る
課
題
に
寄
り
添
い
、
地

域
の
発
展
や
安
心
、
福
祉
の

向
上
お
よ
び
教
育
の
充
実
等

に
集
中
し
て
努
め
る
事
が
本

来
の
役
割
で
あ
る
。
意
見
書

　2023年10月７日に始まったハマスによる無
差別攻撃に対するイスラエルの大規模攻撃によ
り、パレスチナ自治区ガザ地区では、市街地に
甚大な被害をもたらし、子どもを含む一般市
民４万6000人以上の尊い命が犠牲となってお
り、現地では飢餓や感染病のまん延など深刻な
状況が続いていると伝えられている。
　いかなる歴史的な経緯や理由があるにせよ、
非戦闘員への攻撃や人質の拉致は、国際人道法
や国際人権法、その他の国際法に違反する犯罪
行為であり、決して容認することはできない。
　したがって、当議会はガザ地区の深刻な人道
的危機を打開するために、イスラエルとハマス
の双方をはじめとするすべての当事者、日本政
府、国際社会に対し、停戦合意の第１段階に規
定された停戦が確実に維持され、第２段階の恒
久的な戦闘停止の宣言、及び第３段階のガザの
復興の実現が遅滞なく進められるように下記の
事項の実現を求める。

記
1.�人道目的の即時停戦と人質を即時に無条件
で解放すること。
2.�国際人道法を含む国際法を遵守すること。
3.�民間人の被害の最小化及び人道支援物資の
供給を通じた人道危機の改善を図ること。

パレスチナ自治区ガザ地区におけるパレスチナ自治区ガザ地区における
即時停戦を求める意見書即時停戦を求める意見書

　

鳩
山
町
は
、
自
由
で
平
和

な
社
会
と
世
界
の
恒
久
平
和

が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

平
成
22
年
に
「
非
核
平
和
都

市
宣
言
」
を
謳
っ
て
お
り
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に

向
け
て
力
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
日
本
政
府
に
対

し
、
全
て
の
当
事
者
に
向
け

て
即
時
停
戦
を
働
き
か
け
る

外
交
努
力
を
発
揮
し
、
人
道

支
援
の
実
現
に
向
け
最
大
限

の
努
力
を
尽
く
す
よ
う
強
く

求
め
る
。�

（
清
水
）

　

日
本
政
府
は
ガ
ザ
地
区
で

の
人
道
状
況
が
看
過
し
得
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
資
金
・
物
資
・
医
療
な

ど
の
支
援
を
継
続
実
施
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
支
援

の
み
な
ら
ず
、
戦
争
で
焦
土

化
し
た
わ
が
国
だ
か
ら
こ
そ
、

国
際
社
会
に
戦
争
の
悲
惨
さ

を
更
に
強
く
発
信
す
る
べ
き

で
あ
る
。

　

当
意
見
書
は
、
国
民
も
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
を
遠
い
地
域

の
出
来
事
と
捉
え
ず
、
わ
が

事
と
し
て
、
人
権
・
平
和
・

人
間
の
尊
厳
を
見
つ
め
直
し
、

日
本
政
府
が
当
事
者
に
即
時

停
戦
を
働
き
か
け
る
よ
う
求

め
る
も
の
だ
。�

（
日
坂
）

〈
賛
成
討
論
〉

　議員の政務活動に必要な経費の一部として、議員の申請により交付されます。
　政務活動とは、町政の課題や町民の意思を把握し町政に反映させる活動、その他住民福祉の増進を図
るための活動です。公表することにより、政務活動費の使途の透明性の確保に努めています。
　交付額は1人当たり月額2500円です。

政務活動費とは？

政務活動費（令和６年４月～令和７年３月）　　（単位：円）

議員名 交付額
支出内訳

支出合計 差引残額 備考
調査研究費 研修費 広報・広聴費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務費

松浪健一郎 30,000 32,000 32,000 0
清水　秀幸 30,000 10,000 26,760 0 36,760 0
根岸富一郎 27,500 32,319 0 32,319 0 ２月分まで
石井　計次 30,000 31,546 31,546 0
森　　利夫 30,000 28,444 14,316 42,760 0
小鷹　房義 30,000 35,292 35,292 0
日坂　和久 30,000 16,929 13,962 30,891 0
石井　　徹 30,000 40,000 40,000 0
関根　清隆 15,000 22,360 21,125 1,500 44,985 0 後期は交付なし

※野田小百合議員、中山明美議員は交付申請しておりません。

提
出
の
有
効
性
も
考
え
て
提

出
に
は
反
対
す
る
。�

（
森
）

はとやま議会だよりNo.169　23　はとやま議会だよりNo.169



福祉文教委員会

議会だより編集委員会

総務産業委員会

議会運営委員会

議
長 

松
浪
健
一
郎

副
議
長 

清
水
　
秀
幸

　６月議会において、議場で候補者が所信表明を行い、その後、
議長選挙が行われました。
　また令和５年の改選より２年が経過したため、各常任委員会
および議会運営委員会の委員選任を行いました。

　

こ
の
度
、
議
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

巷
で
は
イ
ン
フ
レ
の
加
速

や
、
主
食
で
あ
る
米
の
高
騰

と
、
家
計
は
火
の
車
状
態
。

　

町
は
、
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
利
用
し
た
、
物
価
高
騰

対
策
お
米
購
入
子
育
て
世
帯

支
援
事
業
交
付
金
と
、
農
業

経
営
者
継
続
応
援
給
付
金
事

業
を
専
決
処
分
す
る
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
次
回
の
議
会
議
員

選
挙
に
向
け
て
議
員
定
数
の

議
論
を
開
始
し
ま
し
た
。
町

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
議

論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
引
き
続
き
副
議

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
１
年
間
の
経
験
を
糧
と

し
て
、
副
議
長
の
職
務
に
専

念
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
、
空
き
家
問
題
、

農
業
の
担
い
手
不
足
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
諸
課
題
に
対
し
適
切
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
福
祉
の
向
上
や
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
推

進
し
町
民
の
信
頼
と
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
鳩
山
町
議
会

の
活
動
に
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委 員 長　中山　明美（前列左）
副委員長　野田小百合（前列右）
委　　員　清水　秀幸（後列右）
委　　員　関根　清隆（後列中央）
委　　員　小鷹　房義（後列左）

委 員 長　野田小百合（前列中央）
委　　員　中山　明美（前列左）
委　　員　石井　　徹（前列右）
委　　員　石井　計次（後列右）
委　　員　清水　秀幸（後列中央）
委　　員　小鷹　房義（後列左）

委 員 長　日坂　和久（前列中央）
副委員長　石井　　徹（前列右）
委　　員　野田小百合（前列左）
委　　員　森　　利夫（後列右）
委　　員　小鷹　房義（後列中央）
委　　員　石井　計次（後列左）

委 員 長　石井　計次（前列左）
副委員長　日坂　和久（前列右）
委　　員　中山　明美（後列右）
委　　員　野田小百合（後列中央）
委　　員　石井　　徹（後列左）

議会人事決定！

はとやま議会だよりNo.169　45　はとやま議会だよりNo.169



「私たちは賛成・反対しました」
○は賛成　●は反対　議は議長

令和７年第１回臨時会 議案

議　員　氏　名

審議
結果

関
根　

清
隆

石
井　
　

徹

中
山　

明
美

日
坂　

和
久

小
鷹　

房
義

森　
　

利
夫

野
田
小
百
合

石
井　

計
次

清
水　

秀
幸

松
浪
健
一
郎

町　

長　

提　

出

専決処分の承認（税条例の一部改正）
軽自動車税の標準税率の見直し等の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 承　　認

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正）
国民健康保険税の減額にかかる改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 承　　認

監査委員の選任
中山明美議員を選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 同　　意

令和７年第２回定例会 議案

議　員　氏　名

審議
結果

関
根　

清
隆

石
井　
　

徹

中
山　

明
美

日
坂　

和
久

小
鷹　

房
義

森　
　

利
夫

野
田
小
百
合

石
井　

計
次

清
水　

秀
幸

松
浪
健
一
郎

町　

長　

提　

出

企業誘致条例の制定
新たに町内で事業を営む法人に対して奨励金を交付するための条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
公共下水道組合の料金改定を踏まえての一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部改正
布設工事監督者、水道技術管理者に関する一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和7年度一般会計補正予算（第1号）の議定
歳入歳出それぞれ3637万2千円を追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和7年度介護保険特別会計補正予算（第1号）の議定
歳入歳出それぞれ63万5千円を追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和7年度水道事業会計補正予算（第1号）の議定
人件費の減額によるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

令和7年度下水道事業会計補正予算（第1号）の議定
人件費の増額によるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

工事請負契約の締結について（辻川等整備工事その１）
8620万円で請負契約を締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

固定資産評価審査委員会委員の選任
森正明氏を選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 同　　意

固定資産評価審査委員会委員の選任
吉田計巳氏を選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 同　　意

監査委員の選任
佐藤英一氏を選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 同　　意

議員

提出
パレスチナ自治区ガザ地区における即時停戦を求める意見書案 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 議 原案可決

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

　

監
査
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
佐
藤
英
一

氏
（
小
用
在
住
）
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
森
正
明
氏

（
熊
井
在
住
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
吉
田
計
巳

氏
（
赤
沼
在
住
）
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。

　

議
会
選
出
の
監
査
委

員
に
、
中
山
明
美
議
員

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

佐
藤 
英
一 

氏

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に

森 

正
明 

氏

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に

吉
田 

計
巳 

氏

監
査
委
員
に

中
山 

明
美 

議
員
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行
政
配
布
物
に
加
え
、

た
く
さ
ん
の
配
布
物
。

作
業
負
担
軽
減
を
！

関根　清隆　議員
１　�広報「はとやま」などの配布における町内会
の負担軽減を提案する

２　ふくしプラザでYouTubeを観られる環境を提案する
３　タウンセンターの管理は東出張所で行うべき
４　管理不全空家について

日坂　和久　議員
１　�まちおこし等における農村公園と南比企窯跡（石

田遺跡）の今後の位置づけや関連性等について
２　水道事業の今後の展望について

小鷹　房義　議員
１　空き缶ポイ捨て対策について
２　農業後継者の育成について
３　食育教育への取り組みについて
４　アライグマの被害状況について

野田小百合　議員
１　役場改革について
２　男女共同参画をすすめるために
３　�すべての子どもたちが大切にされていると実
感できる取り組みについて

４　マイクロプラスチック被害を防ぐために

５　国保被保険者における資格確認書の交付に関して

石井　　徹　議員
１　辻川整備事業について
２　自治体のリユース促進事業の取り組みについて
３　防犯安全対策の一環として
４　町内小学校の複式学級について

石井　計次　議員
１　総合計画の土地利用構想について
２　水道事業について
３　防犯・監視カメラについて

中山　明美　議員
１　鳩山幼稚園の取り組みについて
２　人口を増やす取り組みについて
３　町の防災訓練について

清水　秀幸　議員
１　火災事故につながるリチウムイオン電池対策について
２　農産物のブランド化について
３　�カスタマーハラスメント（カスハラ）に対す
る本町の取り組みについて

４　選挙の投票率向上について

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開催
される定例会で、町政全般に対し質問をすること
ができます。これを「一般質問」といいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、執筆
した原稿を掲載しています。一般質問　８議員が質問

町政を問う町政を問う!!

関
根
　
清
隆 

議
員

広
報
等
へ
の
折
込
と
配
布

問 

行
政
配
布
物
の
５
月
号

の
例
で
は
、
各
種
広
告
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
等
の
チ
ラ
シ
は

11
種
類
に
及
び
、
折
り
込
み

と
配
布
作
業
は
町
内
会
の
役

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
本
来
、
町
の
仕
事
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
作
業
す
る
町

民
の
高
齢
化
に
伴
い
、
今
後

の
作
業
は
厳
し
い
。
折
り
込

み
を
軽
減
し
、
配
布
を
外
注

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

広
告
チ
ラ
シ
は
町
内
会

の
意
向
な
の
で
、
町
は
タ
ッ

チ
し
て
い
な
い
。
折
り
込
み

と
配
布
は
、
住
民
と
行
政
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
に

お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
進
め

て
い
る
。
配
布
を
外
注
す
る

考
え
は
な
い
。

ふ
く
し
ブ
ラ
ザ
で
動
画
を

問 

マ
ル
シ
ェ
で
買
物
す
れ

ば
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
使
え
る
が
、

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
で
は
使
え
な

い
。
サ
ロ
ン
内
で
話
題
提
供

の
た
め
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
や
サ

ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
や
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
の
要
望
は
な
い
。
今
後
、

意
見
や
要
望
を
伺
い
対
応
す

る
。

東
出
張
所
で
施
設
管
理
を

問 

現
在
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
施
設
管
理
は
複
数
の

法
人
が
行
っ
て
い
る
。
経
費

削
減
と
合
理
化
の
た
め
、
東

出
張
所
の
陣
容
で
施
設
管
理

が
出
来
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

答　

東
出
張
所
の
３
人
体
制

で
は
、
役
場
業
務
と
合
わ
せ

て
施
設
管
理
を
行
う
こ
と
は

非
常
に
困
難
だ
が
、
今
後
の

情
勢
変
化
に
合
わ
せ
検
討
す

る
。

管
理
不
全
空
家
に
つ
い
て

問 

管
理
不
全
空
家
の
認
定

基
準
は
で
き
た
か
。

答　

現
在
作
成
中
で
、「
空

家
対
策
協
議
会
」
で
審
議
し

認
定
し
て
い
く
予
定
だ
。

広報等への折込・配布作業を軽減せよ
町と町民の連携作業、配布の外注はしない

自治協力団体

行
政
配
布
物
と一緒
に
配
布
さ
れ

た
多
数
の
チ
ラ
シ
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

鳩
山
産
ア
ン
ズ
は

お
い
し
い
ね
♪

も
っ
た
い
な
い
エ
リ
ア

な
ん
だ
よ
ね
！

小
鷹
　
房
義 
議
員

日
坂
　
和
久 

議
員

大きく実った鳩山産アンズ

あ
り
方
を
見
直
す
べ
き

で
は
…
…
農
村
公
園

令和6年度の地場産農産物の使用率は
12パーセントとなっている

給食

食
育
教
育
へ
の
取
組

問 

食
育
教
育
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

子
ど
も
た
ち
が
食
に
関

す
る
知
識
を
得
て
、
健
康
的

な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め

の
教
育
で
、
給
食
の
時
間
は

も
と
よ
り
、
教
育
活
動
全
体

を
通
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
17
年
４
月
に
栄
養
教

諭
制
度
を
導
入
し
、
学
校
で

の
食
育
の
充
実
を
図
り
、
子

ど
も
た
ち
が
適
切
な
食
習
慣

と
栄
養
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
。

問 

鳩
山
町
な
ら
で
は
の
特

徴
的
な
食
育
は
あ
る
の
か
伺

う
。

答　

児
童
自
身
に
よ
る
野
菜

や
米
穀
類
な
ど
の
体
験
授
業

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
特

徴
だ
。

空
き
缶
ポ
イ
捨
て
対
策

問 

ポ
イ
捨
て
を
ど
の
よ
う

に
防
ぐ
か
伺
う
。

答　

土
地
の
適
正
な
管
理
と

不
法
投
棄
禁
止
看
板
等
を
設

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
も
し
て
い
る
。

農
業
後
継
者
の
育
成

問 

農
業
後
継
者
の
育
成
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

農村公園を史跡に関連した施設に
保存活用計画策定後、検討する

農村公園と窯跡群

農
村
公
園
と
窯
跡
石
田
遺
跡

問 

農
村
公
園
は
整
備
当
初
、

設
置
・
利
活
用
・
業
務
等
が

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

現
状
で
は
、
施
設
運
用
に
お

い
て
、
条
例
に
そ
ぐ
わ
な
い

部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
条
例
で
定
め
の

あ
る
「
農
業
振
興
」
や
「
農

業
の
資
質
向
上
」
な
ど
に
は
、

ま
っ
た
く
活
用
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
も
農
業
振
興
等
に

関
す
る
事
業
実
施
は
難
し
い
。

問 

農
村
公
園
と
隣
接
す
る

国
指
定
史
跡
窯
跡
群（
石
田
）

と
の
関
連
度
合
い
は
、
い
か

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

一
体
性
が
高
く
、
密
接

に
関
連
し
て
い
る
。

問 

今
後
の
窯
跡
群（
石
田
）

の
活
用
に
つ
い
て
も
、
一
体

性
・
関
連
性
が
高
い
の
か
。

答　

そ
の
通
り
だ
。

問 

農
村
公
園
条
例
を
廃
止

し
、
史
跡
関
連
の
施
設
に
あ

り
方
を
変
え
た
ら
ど
う
か
。

答　

史
跡
の
保
存
・
活
用
の

方
向
性
を
踏
ま
え
、
あ
り
方

を
考
え
、
農
村
公
園
条
例
の

改
廃
を
判
断
す
る
。

水
道
事
業
の
展
望

問 

５
年
度
・
６
年
度
収
支
、

漏
水
件
数
、
有
収
率
は
。

か
伺
う
。

答　

町
内
の
農
業
経
営
体
数

１
７
６
件
で
、
５
年
以
内
に

後
継
者
を
確
保
し
て
い
る
経

営
体
は
44
件
、
親
族
を
後
継

者
と
し
て
い
る
の
が
42
件
、

親
族
以
外
の
後
継
者
は
２
件

と
な
っ
て
い
る
。
５
年
以
内

に
後
継
者
が
い
な
い
経
営
体
、

ま
た
は
そ
の
後
も
後
継
者
が

確
保
で
き
な
い
と
回
答
し
た

経
営
体
は
１
３
２
件
で
、
町

内
農
業
経
営
体
の
75
人
が
農

業
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。

問 

農
地
の
有
効
を
図
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

答　

農
地
を
所
有
す
る
方
と

耕
作
を
希
望
す
る
方
の
情
報

を
町
が
広
く
収
集
、
提
供
す

る
こ
と
で
、
農
地
バ
ン
ク
制

度
を
創
設
し
、
７
月
１
日
か

ら
運
用
を
開
始
す
る
。

答　

５
年
度
は
、
９
８
２
万

円
の
赤
字
、
72
件
、
86
・
３
％
。

６
年
度
は
１
８
０
２
万
円
の

赤
字
、
56
件
、
88
・
６
％
。

問 

赤
字
要
因
の
漏
水
は
改

善
傾
向
だ
が
、
赤
字
増
か
。

答　

老
朽
管
布
設
替
工
事
費

が
非
常
に
高
騰
し
て
い
る
。

問 

水
道
水
の
約
８
割
が
県

水
の
購
入
だ
。
料
金
動
向
は
。

答　

８
年
４
月
か
ら
約
21
％

の
値
上
げ
と
な
る
。

問 

内
部
留
保
資
金
の
推
移

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

５
年
度
末
約
７
億
円
、

７
年
度
末
予
測
で
は
、
約
５

億
８
０
０
０
万
円
に
減
少
だ
。

問 
水
道
事
業
の
展
望
は
。

答　

水
道
事
業
は
危
機
的
な

経
営
状
況
で
あ
る
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

鳩
山
な
ら
で
は
の

移
住
支
援
の
創
造
を
！

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
が

役
場
・
町
を
変
え
る
力
に

な
り
ま
す
ね

石
井
　
　
徹 

議
員

野
田
小
百
合 

議
員

町
内
小
学
校
複
式
学
級

問 

今
年
度
よ
り
亀
井
小
学

校
で
は
複
式
学
級
が
始
ま
っ

た
が
、
今
後
も
入
学
予
定
者

に
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ

る
。
こ
の
対
策
と
し
て
当
初

の
北
部
地
域
活
性
化
取
組
方

針
に
は
集
住
化
住
宅
整
備
事

業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
子

育
て
世
代
の
支
援
等
に
よ
り

亀
井
小
学
校
存
続
の
鍵
を

握
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
今

後
の
亀
井
小
学
校
の
存
続
へ

の
関
連
に
つ
い
て
町
長
に
伺

う
。　

答　

北
部
地
域
活
性
化
事
業

に
よ
る
集
住
化
住
宅
整
備
は
、

子
育
て
世
帯
が
住
み
続
け
ら

れ
る
町
と
し
て
、
ま
た
、
転

入
者
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で

き
る
町
と
し
て
貴
重
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
具
体
的
に
検

討
し
て
い
く
。

リ
ユ
ー
ス
促
進
事
業

問 

坂
戸
市
を
は
じ
め
県
内

多
く
の
自
治
体
が
環
境
省
の

リ
ユ
ー
ス
促
進
事
業
と
し
て
，

民
間
事
業
者
と
の
連
携
で
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る

が
、
鳩
山
町
の
考
え
は
。

答　

当
町
は
西
部
環
境
保
全

組
合
の
構
成
市
町
の
中
で
も
、

ご
み
の
排
出
量
は
常
に
多
い

問 

役
場
改
革
を
ど
う
進
め

る
の
か
。

答　

笑
顔
の
役
場
づ
く
り
を

行
う
。
役
場
の
雰
囲
気
を
変

え
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
向
け
て
、
職

員
と
一
丸
と
な
り
取
り
組

む
。
職
場
・
役
場
改
革
計
画

２
０
２
５
を
策
定
し
た
。

問 
町
長
へ
の
手
紙
や
メ
ー

ル
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

町
長
に
就
任
し
て
以
来
、

約
７
倍
に
増
え
た
。
町
長
へ

の
手
紙
は
、
郵
送
や
役
場
・

出
張
所
窓
口
に
持
参
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
も
受
け
付
け
る
。

女
性
管
理
職
の
登
用

問 

課
題
は
何
か
。

答　

管
理
職
（
課
長
、
課
長

補
佐
級
）
の
女
性
割
合
は
28

人
中
２
人
。
管
理
職
候
補
が

少
な
い
こ
と
が
課
題
。

問 

ど
う
す
れ
ば
女
性
課
長

が
登
場
で
き
る
の
か
。

答　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
機
会
を
提
供
す
る
。

仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
を
後

押
し
し
、
女
性
職
員
が
安
心

し
て
キ
ャ
リ
ア
を
追
求
で
き

る
環
境
を
整
え
る
。

状
況
で
あ
り
、
リ
ユ
ー
ス
促

進
事
業
に
つ
い
て
、
ゴ
ミ
減

量
化
の
対
策
と
し
て
、
ゴ
ミ

減
量
化
等
推
進
委
員
会
や

関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
、

様
々
な
方
策
を
模
索
し
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

辻
川
整
備
事
業

問 

今
年
度
の
厳
し
い
財
源

の
中
、か
つ
唯
一
の
起
債（
借

金
）
事
業
で
あ
り
、
こ
の
事

業
の
目
的
、
併
せ
て
成
果
の

具
体
的
な
目
標
は
何
か
。

答　

地
域
活
性
化
を
進
め
、

人
的
交
流
に
よ
る
賑
わ
い
の

創
出
、
ま
た
、
ち
ょ
っ
く
ま

と
の
連
携
で
自
然
景
観
を
活

用
し
た
整
備
を
目
的
と
し
て

い
る
。
成
果
目
標
と
し
て
は

上
大
沼
周
辺
、
辻
川
の
散
策

路
等
の
整
備
で
来
訪
者
の
立

ち
寄
り
機
会
を
拡
充
す
る
。

ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装

問 

ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
は
弾

力
が
あ
り
、
カ
ラ
フ
ル
。
一

方
で
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
金
属
成
分
や
化
学

物
質
な
ど
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。「
自
然
に
親
し

む
」
に
ふ
さ
わ
し
い
素
材
に

変
更
で
き
な
い
か
。

答　

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
、
竹

チ
ッ
プ
を
含
ん
だ
代
替
素
材

と
比
較
検
討
し
た
い
。

問 

地
元
や
地
域
で
活
動
し

て
い
る
団
体
等
に
声
を
か
け

れ
ば
、
違
う
展
開
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

設
計
変
更
は
、
地
元
に

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
比

較
検
討
に
関
し
て
、
団
体
の

意
見
も
参
考
に
し
た
い
。

北部地区の児童減少対策は

町長への手紙・メールの利用は

集住化住宅整備を検討する

利用が増えた。もっと周知したい

複式学級

役場改革

辻川・広場整備に一部ゴムチップ舗装？

辻川整備イメージ
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

選
択
肢
は
多
い
方
が

良
い

人
口
減
少
、
物
価
高
、

処
方
箋
は
企
業
誘
致
で

自
主
財
源
確
保
！

中
山
　
明
美 
議
員

石
井
　
計
次 

議
員

テ
レ
メ
ー
タ
ー
（
中
央
監
視
盤
）

庁
舎
１
階
水
道
課
内

田
植
え
体
験

亀
井
小
学
校
そ
ば
の
田
ん
ぼ

魅力アップ計画の取り組みは
3年保育・保育時間延長・給食

幼児教育

問 

現
在
の
在
籍
数
は
。

答　

年
少
組
９
人
、
年
中
組

１
人
、
年
長
組
４
人
。

問 

魅
力
ア
ッ
プ
計
画
に
基

づ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
た
か
。

答　

３
年
保
育
の
実
施
、
保

育
時
間
の
延
長
、
学
校
給
食

の
導
入
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、『
目
指
せ
読
書
大
好

き
鳩
山
っ
子
』、『
楽
し
も
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
外
国
語
』、『
小

学
校
と
つ
な
が
る
架
け
橋
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
』、『
幼
稚
園
に

集
ま
れ
プ
レ
保
育
』
の
４
つ

の
施
策
を
掲
げ
て
推
進
し
て

い
る
。

　

年
４
回
の
図
書
館
訪
問
、

保
護
者
を
巻
き
込
ん
だ
読
書

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
鳩

山
幼
稚
園
の
読
書
活
動
の
充

実
し
た
取
り
組
み
は
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
園

と
し
て
、
令
和
７
年
度
の
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

　

令
和
７
年
は
、
小
・
中
学

校
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
籍
の
教
師
）

が
園
を
訪
問
し
て
外
国
語
遊

び
を
実
施
す
る
。
鳩
っ
こ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
リ
ト
ミ
ッ
ク

教
室
も
、
幼
稚
園
会
場
を
中

県水の値上げの動向は
令和８年４月１日より値上がる

水道会計

問 

水
道
事
業
に
つ
い
て
経

営
状
況
を
伺
う
。

答　

水
道
料
金
収
入
は
令

和
６
年
度
は
前
年
度
比
１
・

５
％
、
約
３
２
５
万
円
の
減

少
。
今
後
も
水
需
要
の
減
少

と
共
に
純
損
失
が
発
生
す
る
。

問 

県
水
の
値
上
げ
の
動
向

を
伺
う
。

答　

令
和
８
年
４
月
１
日
よ

り
、
１
立
方
あ
た
り
61
円
が

72
円
（
約
21
％
）
に
値
上
が

り
す
る
。
額
に
し
て
１
８
３

２
万
円
の
増
額
と
な
る
。

問 

今
後
の
事
業
見
通
し
を

伺
う
。

答　

老
朽
管
の
更
新
工
事
、

耐
震
化
、
物
価
上
昇
、
給
水

人
口
の
減
少
な
ど
、
事
業
収

益
は
減
少
し
続
け
る
。

問 

直
近
、
大
規
模
工
事
の

計
画
は
。

答　

水
道
課
内
に
あ
る
中
央

監
視
盤
の
改
修
工
事
、
工
事

費
８
５
８
０
万
円
。
そ
の
他
、

令
和
7
年
度
に
老
朽
管
布
設

替
え
工
事
２
ケ
所
を
予
定
し

て
い
る
。

問 

水
道
料
金
改
定
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

心
に
実
施
す
る
方
向
で
進
め

て
い
る
。

問 

就
学
前
の
子
ど
も
の
人

数
は
。

答　

ゼ
ロ
歳
児
２
人
、
１
歳

児
25
人
、
２
歳
児
34
人
、
３

歳
児
37
人
、
４
歳
児
55
人
、

５
歳
児
43
人
と
な
っ
て
い
る
。

問 

３
歳
か
ら
５
歳
児
の
15

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
目
標
27
人
。

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　

計
画
策
定
以
降
も
人
口

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
27
人

と
い
う
目
標
の
達
成
数
値
は

非
常
に
高
い
水
準
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

　

今
後
も
魅
力
ア
ッ
プ
計
画

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
継

続
、
推
進
し
な
が
ら
、
園
の

魅
力
や
活
動
内
容
に
つ
い
て

も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
園
児

数
の
確
保
、
乳
幼
児
の
人
口

の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

答　

水
道
事
業
（
料
金
）
の

状
況
に
つ
い
て
、
順
次
、
広

報
紙
に
掲
載
す
る
予
定
で
い

る
。

土
地
利
用
構
想

問 

今
宿
へ
の
企
業
誘
致
は
、

八
方
塞
が
り
の
現
状
。
ど
の

よ
う
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
か
伺
う
。

答　

文
化
財
の
本
掘
費
用
８

億
円
を
下
げ
ら
れ
な
い
か
、

不
動
産
業
者
と
売
買
価
格
に

つ
い
て
も
交
渉
し
た
い
。

問 

鳩
山
全
体
の
土
地
利
用

構
想
を
現
実
的
な
も
の
と
捉

え
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
入

れ
た
検
討
委
員
会
を
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　

土
地
利
用
構
想
を
見
直

さ
な
い
と
県
の
許
可
等
に
支

障
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
検
討
委
員
会
等
を

設
置
し
進
め
た
い
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

鳩
山
町
ブ
ラ
ン
ド
の

推
進
は
、町
お
こ
し
だ
。

清
水
　
秀
幸 

議
員

ご意見・ご感想ありがとうございましたご意見・ご感想ありがとうございました

＜議会に対して＞
◦�議員のなり手講習会の開催。（50代）
◦�「行政配布」に関する質問について、実情も知らずに質問するのはいかがか？（70代）
◦�ふくしプラザに関して、たまに訪問して、とやかく言うのでなく、毎日でも訪問してか
ら問題提起しては？（70代）

＜町に対して＞
◦�議員のアライグマの質問に関して、役場はもっと科学的事実に基づいて答弁すべき。生
態学の専門家に相談も必要だと思う。（50代）
◦�遺跡の利活用について、以前から話は出るが全然進んでいない。やる気が感じられない。
（70代）

傍聴アンケートより

議会へのご意見ご感想
◦�亀井小学校は年々児童数が減っているのに、どうして合併しないのですか？
　�中学校で３校が一緒になる訳だから、小学校の時から少しでも多くの人数の所で学んだ
方がいいと思いますが、いかがでしょうか。（60代）

クイズ感想より

問 

特
産
品
づ
く
り
の
推
進

施
策
と
し
て
、
近
隣
市
町
で

は
特
産
品
・
加
工
開
発
支
援

や
販
売
促
進
支
援
事
業
の
補

助
金
制
度
な
ど
を
設
け
て
い

る
が
、
鳩
山
町
で
も
検
討
し

て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

答　

今
後
、
補
助
制
度
を
含

め
て
、
制
度
設
計
を
多
角
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 
あ
ん
ず
栽
培
加
工
組
合

が
、
ち
ょ
っ
く
ま
の
加
工
施

設
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
一
般
利
用
と
同
じ
利
用

料
な
の
で
、
あ
ん
ず
加
工
製

品
を
黒
大
豆
に
続
く
次
の
町

の
特
産
品
と
考
え
る
な
ら
ば
、

特
例
と
し
て
、
使
用
料
の
減

免
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

今
後
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 

町
が
６
月
開
催
の
「
鳩

山
町
あ
ん
ず
フ
ェ
ス
」
の
後

援
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
形
で
協
力
し
て
い
る
の

か
。

答　

Ｐ
Ｒ
活
動
支
援
、
Ｈ
Ｐ
、

広
報
等
の
支
援
を
し
て
い
る
。

問 

特
産
品
と
し
て
生
き
残

る
た
め
に
、
行
政
と
し
て
ど

う
支
援
し
て
い
く
の
か
、
町

長
の
考
え
は
。

答　

町
と
し
て
の
支
援
は
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
町
の
生
産
が
唯
一

無
二
と
な
る
特
産
品
を
生
み

出
せ
る
よ
う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
。

選
挙
の
投
票
率
向
上
対
策
は

問 

投
票
率
の
向
上
に
は
、

投
票
環
境
や
利
便
性
の
改
善

が
大
切
で
あ
り
、
人
口
と

高
齢
化
を
考
慮
し
、
鳩
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
も
期
日

前
投
票
所
を
設
置
で
き
な
い

か
。

答　

新
た
な
投
票
所
の
設
置

に
は
、
施
設
、
人
員
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
経
費
の
問
題
が
あ

り
、
他
自
治
体
の
状
況
を
見

て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問 
若
者
に
実
際
に
選
挙
の

関
心
を
高
め
る
取
り
組
み
と

し
て
、
投
票
立
会
人
へ
の
若

者
世
代
の
学
生
等
を
積
極
的

に
起
用
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

答　

今
後
、
そ
の
可
能
性
や

課
題
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

特産品づくりに積極的施策支援を
特産品を生み出すようチャレンジ

農産物のブランド化

投
票
し
や
す
い

　
　
環
境
づ
く
り
を
！

多くのご意見をいただきましたが、紙面の制約上、同じ意見はまとめ、長文は簡略化させて
いただきました。いただいたご意見は議会、町行政の担当課にお伝えいたしました。
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水道メーター

　

令
和
７
年
４
月
28
日
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

給
水
人
口
の
減
少
に
伴
い
、

有
収
水
量
は
こ
の
６
年
間
で

一
日
あ
た
り
約
38
㎥
、
７
％

減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
り
、

更
新
工
事
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
既
に
法
定
耐
用
年
数
を

経
過
し
て
い
る
箇
所
も
多
数

あ
り
、
全
て
の
配
水
管
布
設

替
え
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

今
後
年
間
１
億
９
千
万
円
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

　

令
和
７
年
４
月
23
日
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

鳩
山
町
の
認
知
症
施
策
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

○�

認
知
症
初
期
集
中
支
援
推

進
事
業

　

�　

認
知
症
専
門
医
、
看
護

師
、
社
会
福
祉
士
等
が
訪

問
し
、
認
知
症
の
予
後
予

測
や
専
門
病
院
へ
の
受
診

勧
奨
を
行
い
、
認
知
症
予

防
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま

す
。

○�

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

等
配
置
事
業

　

�　

現
在
は
、
４
人
を
配
置

し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

調
査
事
項

調
査
事
項

総
務
産
業
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

水
道
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く

水
道
事
業
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く

に
は
、
計
画
的
に
水
道
料
金
を
見
直

に
は
、
計
画
的
に
水
道
料
金
を
見
直

す
必
要
が
あ
る

す
必
要
が
あ
る

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
認
知

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
認
知

症
支
援
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
る

症
支
援
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
る

経
常
損
益
は
赤
字
を
計
上

経
常
損
益
は
赤
字
を
計
上

今
後
の
水
道
料
金
改
定
の

今
後
の
水
道
料
金
改
定
の

基
本
方
針

基
本
方
針

認
知
症
の
取
り
組
み
に
つ

認
知
症
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
い
て

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
実

施
す
る
こ
と
が
困
難
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、
配
水

量
の
約
８
割
は
県
水
が
占
め

て
お
り
、
令
和
８
年
度
か
ら

の
県
水
の
値
上
が
り
は
、
水

道
事
業
の
経
営
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
推
察
で

き
ま
す
。

つ
く
り
な
が
ら
町
の
認
知

症
予
防
や
対
策
を
し
て
い

く
支
援
体
制
の
構
築
を
図

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

○�

認
知
症
ケ
ア
相
談
施
設
を

設
置

　

�　

在
宅
で
、
認
知
症
の
方

を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族

介
護
者
に
対
し
て
、
鳩
山

松
寿
園
東
館
に
設
置
し
ま

し
た
。

○
認
知
症
検
診

　

�　

70
歳
及
び
75
歳
の
方
が

対
象
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
よ
っ
て
、
進
行
の

遅
延
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○�

徘
回
高
齢
者
の
早
期
発
見
・

保
護
施
策

　

�　

は
ー
と
ん
見
守
り
シ
ー

ル
交
付
事
業

　

�　

令
和
７
年
度
よ
り
徘
徊

高
齢
者
等
探
索
シ
ス
テ
ム

利
用
助
成
事
業
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

　

�　

他
に
も
・
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開

催
・
高
齢
者
の
集
ま
り
と

し
て
手
作
業
の
会
・
鳩
山

町
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

助
成
事
業
・
若
年
性
認
知

症
や
高
次
脳
機
能
障
害
の

あ
る
方
へ
の
支
援
等
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
な
施
策
を
今

後
も
展
開
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
決
算
よ
り
水

道
事
業
の
経
常
損
益
は
赤
字

を
計
上
し
て
お
り
、
資
金
不

足
が
顕
著
と
な
り
、
内
部
留

保
資
金
も
令
和
14
年
度
に
は

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
財

政
的
な
課
題
を
解
決
し
て
い

く
に
は
、
計
画
的
に
水
道
料

　

今
後
の
水
道
料
金
改
定
の

基
本
方
針
と
し
て
、
令
和
８

年
度
内
に
料
金
改
定
を
行
い
、

埼
玉
県
算
定
期
間
の
状
況
に

応
じ
て
、
令
和
11
年
度
以
降
、

５
年
に
一
度
の
料
金
改
定
の

必
要
性
を
検
討
し
、
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

令
和
７
年
度
中
に
生
活
排
水

処
理
基
本
計
画
を
作
成
予
定

で
、
生
活
排
水
処
理
と
そ
こ

で
発
生
す
る
汚
泥
の
処
理
方

法
な
ど
の
基
本
方
針
を
定
め

る
予
定
で
す
。

金
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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第
169
号
編
集
委
員

委
員
長�

野
田
小
百
合

委　

員�

石
井　

計
次

委　

員�

小
鷹　

房
義

委　

員�

中
山　

明
美

委　

員�

石
井　
　

徹

委　

員�

清
水　

秀
幸

次回定例会は９月２日から（予定）
■�請願、陳情は８月25日17時までに提出してください。

編
集
後
記

★
前
号
の
答
え

　

①
イ　
　

②
ハ

〇
浜
野　
　

順
子　

様

〇
布
留
川　

恵
津
子　

様

168
号
の
当
選
者
お
二
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ク
イ
ズ
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

６月20日　あんずの収穫から選別、配達、加工まで、組合員・
ボランティアの皆様の1日を取材させていただきました。

６時前から収穫作業開始。
それぞれの担当場所で収穫

泉
井
の
関
口
農
園
に
て

選
別
作
業

袋詰め作業　出来上がったものから注
文先に配達。ホテル、パン・洋菓子・
和菓子店でも利用されています。

午後は、ちょっくま加工室にて
あんず豆乳プリンづくり

この日のあんずの収穫は492㎏。これまでの最高記録。
マンパワーがもっともっと必要だそうです。あなたも
あんずのお仲間に・・・参加してみませんか。

あんず栽培加工組合の
� 宮入さん　
� 小早川さん

６月23日
亀井小学校であんず
の収穫体験を実施

あんず栽培加工組合あんず栽培加工組合

　

あ
ん
ず
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
今
、
鳩
山
町
で
は
、

た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
あ
ん

ず
の
実
が
、
今
を
盛
り
と
楽

し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

あ
ん
ず
は
バ
ラ
科
サ
ク
ラ

属
の
落
葉
小
高
木
か
ら
高
木

で
、
英
語
で
は
ア
プ
リ
コ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
ま
す
。
中
国
原

産
で
、
日
本
で
は
長
野
県
や

青
森
県
な
ど
が
主
な
産
地
で

す
。
生
食
で
も
食
べ
ら
れ
ま

す
が
、
ジ
ャ
ム
や
シ
ロ
ッ
プ

漬
け
な
ど
加
工
用
と
し
て
も

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

　

あ
ん
ず
の
取
り
組
み
は
一

人
の
議
員
の
発
案
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
、
早
や
十
数
年

が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
た
く
さ
ん
の
実
が

な
り
、
そ
の
お
い
し
さ
に
舌

鼓
を
打
っ
て
、
鳩
山
の
お
い

し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

�

（
小
鷹
）


